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令和5年8月28日

青木自動車　有限会社

環境車（HV車・EV車）の販売促進と適切なメ
ンテナンスを提供しCO2排出量削減とカーボン
ニュートラル実現に貢献します。

福祉車両や電動車いすの普及、整備技術の習得に
取り組み、誰もが安心安全な移動手段を持つ事に
より地域活性化と持続可能な地域社会に実現に貢
献します。
自動車販売・整備・保険代理店業務の全てにおい
てコンプライアンス遵守を徹底し、すべての人が
安心できるカーライフの実現を目指し貢献します
。

社員一人一人が働き甲斐を感じ、自らが進ん
で自社の発展と地域貢献の為の自己研鑽に取
り組み、お客様と地域への還元を目指す社内
風土を確立していきます。
各ステークホルダーとの協力によりシナジー
を生み出す企業を目指し貢献します。

⑦エネルギーをみんなに
 そしてクリーンに,⑫つ
くる責任 つかう責任,⑬
気候変動に具体的な対策
を

車両販売台数における新車（
環境車両）販売台数の割合　
約33％

車両販売台数における新車（環境
車両）販売台数の割合

R7年度末までに35％を達成

③すべての人に健康と福
祉を,⑪住み続けられる
まちづくりを,⑯平和と
公平をすべての人に

⑧働きがいも経済成長も
,⑰パートナーシップで
目標を達成しよう

電動車いす性能講習会を地域
高齢者向けに実施している。

R4年度、社員1名に対し知識
スキル習得を目的に損害保険
会社に1年間出向研修を実施
し成果を得た。

電動車いす性能講習会実施回数

社員の資格取得支援件数

R８年度末まで毎年講習会を実施
する。

R8年度末までに8名の社員を支援
する。

3つの重点項目への取組みについて定期的に社内勉強会を実施。

自社のＳＤＧＳ宣言を掲載したホームページ
https://www.aoki-lotas.co.jp/


